
「原爆被爆者対策基本問題懇談会（基本懇）」は、１９７９年、かつての厚生省によって、大臣

の諮問機関として設置されました。

そして１９８０年１２月１１日、この基本懇が「国民は戦争被害を受忍せよ」と、国家補償の被

爆者援護法要求を拒否する趣旨の意見を答申してから、今年で３０年となります。

そこで今、改めて「基本懇」で何が議論されたのか、

打ち破るべき「受忍論」とは何かを考え、これからの被爆者運動の課題を

明らかにしていきたいと思います。

みなさま、どうぞご参加ください。

主催主催主催主催 日本原水爆被害者団体協議会日本原水爆被害者団体協議会日本原水爆被害者団体協議会日本原水爆被害者団体協議会
東京都港区芝大門１－３－５ゲイブルビル９F 電話：０３－３４３８－１８９７

（東京都千代田区六番町15番地）

※参加費は無料です。
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